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われる「事件J ないし「事故J とみなす立場に代わり，近年に至ると，災害と社会の相互作用のあり方を「過程J 的
にとらえる見方が顕著になったが，本研究はこの災害相互作用説の立場に立つ。第二部では，組織→災害という連鎖
が，すなわち，社会の日常的構造が防災体制をいかに規定するかについて，詳しく論じられている。第三部で顕著な
のは災害→組織という連鎖，すなわち，災害における組織の創発的局面への強い関心である。本書のメリットとして，
次の二点が指摘されるだろう。
①災害社会学の文献が体系的に取り上げられ，その内容は的確にブオローされ②「長野市の地滑り J I雲仙岳の噴火j
f東海地方の地震対策J I阪神・淡路大震災j といった日本の最近の災害が網羅的に取り上げられ，自身のオリジナル
な調査研究に由来するデータと，こうした理論枠組みとが丹念につき合わされている。理論と実証を統合しようとす
るこうした真撃な努力の産物である本研究は，博士(人間科学)に十分に値する業績といえる。
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